
 

 

講習会・研修会における新型コロナウイルス感染症拡大防止対策ガイドライン 

 

令和２年 10 月１日策定  

（令和３年４月１日改訂） 

（令和４年４月１日改訂） 

（令和４年８月 24 日改定） 

一般社団法人神奈川県障がい者スポーツ協会  

 

 令和２年８月 17日付、公益財団法人日本スポーツ協会で出された「講習会・研修会開

催における新型コロナウイルス感染症対策について」を準用し、講習会・研修会における

感染症拡大防止ガイドラインを定める。なお、内容は今後の感染状況等を踏まえ、変更す

る可能性があることに留意しておく。 

 

【基本方針（事前通知・対策・対応）】 

１ 事前通知の徹底 

 講習会の参加者や講師に対し、受講決定通知や講師依頼等を通じて感染予防対策につい

て事前に周知する。受講者には、講習会等の７日前から当日までの体調（検温・咽頭炎の有

無等）を記入した別紙「検温・体調チェック表」の提出を求める。 

また、講習会等の７日前から当日までの期間内で以下の事項に該当する場合は、自主的に

参加を見合わせること。 

 ア 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

 イ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

 さらに、対策・対応の内容を講習会等の当日に事務連絡や会場内へ掲示するなどして周知 

を徹底する。 

 

２ 感染予防のための基本的な対策 

 感染予防の対策として次の項目について実施する。 

（１）咳エチケット、マスク着用の徹底 

（２）こまめな手洗い・アルコール等による手指消毒の徹底 

（３）検温・体調管理の徹底 

（４）会場の換気 

（５）ソーシャルディスタンス確保 

 

３ 感染が疑われる症状が出た場合（事前準備） 

（１）講習会の施設担当者や自治体の衛生部局等とあらかじめ相談し、緊急時の連絡先、医

療機関への搬送等の対応について決めておく。 

（２）個人情報の取扱いに十分注意しながら、参加者から得た情報について、期間を定めて

保存する。 

 

４ 感染が疑われる症状が出た場合の対応 

（１）講習会等の当日の受付や準備時間中に、参加者・講師・運営スタッフから、感染が疑

 



 

 

われる症状があった場合 

→ 運営事務局は速やかに当該者の参加を中止させ、可能な範囲で隔離し、速やかな

帰宅を促す。利用施設や開催地自治体の衛生部局等に連絡し、基本的には講習会等

を継続する。 

（２）講習会等の開催中に参加者・講師・運営スタッフから、感染が疑われる症状の報告が

あった場合 

  → 運営事務局は速やかに当該者の参加を中止させ、可能な範囲で隔離し、速やかな帰

宅を促す。利用施設や開催地自治体の衛生部局等に連絡し、原則として講習会等を中

止する。 

（３）講習会等の終了後 7日以内に参加者・講師・運営スタッフから、感染の報告を受けた

場合 

  → 運営事務局は利用施設や開催地自治体の衛生部局等に連絡するとともに、衛生部

局等の指示に従い、濃厚接触した可能性のあるすべての関係者（参加者・講師等）へ

速やかに連絡するなどの対応に協力する。 

 

５ 感染状況を踏まえた開催の有無 

（１）神奈川県内に緊急事態宣言等の新型コロナウイルス感染症蔓延防止措置が取られて

いる場合 

  → 県と協議の上、原則、期間中の開催は中止とする。なお、受講者への中止連絡は

可能な限り、開催日の３日前までに連絡するものとする。 

（２）神奈川県内に緊急事態宣言等の新型コロナウイルス感染症蔓延防止措置が取られて

いないが、感染拡大の兆候が見られる場合 

  → 原則、事務局の判断によるものとする。なお、開催の基準にあたっては、県と協

議の上、判断する。 

 

 

※ 講習会受講前や受講期間中、受講期間後に、新型コロナウイルス感染症陽性と診断、

もしくは疑われる症状が出た場合は、必ず、運営事務局まで連絡してください。 

その他、ご不明な点がございましたら、事務局までご連絡ください。 

≪事務局≫ 

一般社団法人 神奈川県障がい者スポーツ協会 

【電話】0466－83－0033 【FAX】0466－83－0034 

  



 

 

【具体的な対策】 

１ 会場の設営について 

□ 利用施設の定めるガイドライン等に準じて設営・準備を進める。 

□ 人と人との距離を確保した座席配置とする。 

□ 手指消毒用アルコールを各箇所に設置する。（受付、会場出入り口、洗面所等） 

□ 洗面所には、石鹸・手拭き用ペーパータオルを設置し、手指を乾燥させる設備は使用

しない。また、使用したペーパーを捨てるゴミ箱を設置する。 

□ ドアノブ、手すり、机、演台などをこまめに消毒する。 

□ マイク、PC、マウス、ポインター、実技用具等をこまめに消毒する。 

□ 利用施設等のガイドラインに従い、施設の利用人数を制限する。 

□ 厚生労働省から提供されている、新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）や感染

防止取組書及び LINEコロナお知らせシステムについて活用する。 

２ 受付時について 

□ 混雑を避けるための対策を講じる。 

□ 飛沫感染を防ぐため、受付担当者のマスク着用や飛沫感染防止用シート等を設置する。 

□ 手指消毒ができるように消毒用アルコール等を設置する。 

□ 受付時には、検温の実施と次の項目における体調チェックを実施する。 

① 平熱を超える発熱 

② 咳、のどの痛みなどの風邪の症状 

③ だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難） 

④ 嗅覚や味覚の異常 

⑤ 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無 

⑥ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

⑦ 過去７日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされる国、地域等

への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 

□ 受付備品をこまめに消毒する。 

３ 座学形式の講義実施について 

□ 講師と参加者の距離を十分に空け、講師はできる限り所定の位置で講義する。 

□ 参加者及び講師は、マスクを着用する。 

□ 手話通訳者は、フェイスシールドを着用する。 

□ 発表やグループワーク等では、参加者同士の距離を可能な限り確保する。 

□ 会場の換気を十分に行う（機械換気、窓の開放による換気）。 

また、必要に応じて CO₂測定装置を設置し、窓開け換気等の基準を設ける。 

□ マイクをこまめに消毒する。 

４ 実技形式の講義実施について 

□ 更衣室の使用は一度での使用人数に制限を設ける。 

□ 身体接触がある体験・実技等はなるべく避け、口頭や動画・画像を活用し、説明する。 

□ 参加者及び講師は、可能な限りマスクを着用する。 

□ 講義で共有の物品を使用する場合は、ビニール手袋やゴム手袋を着用するほか、使用

後に都度、手指消毒を行う。 

□ 実技形式の講義についても、参加者同士の距離を十分に確保する。 

□ 会場の換気を十分に行う（機械換気、窓の開放による換気）。 

□ 終了後は必ず手洗いや手指の消毒を行う。 



 

 

検温・体調チェック表 

 

氏名：             連絡のつく電話番号             

受講予定講習会・研修会名：                 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講習会初日の体調まで記入し、受付時に必ずご

提出ください。 

１） 講習会・研修会 開催日前７日間の体調を記入してください。 

 

 記入日 体温 
体調 

（○・☓） 

不調の場合の具体的症状  

（上記①～⑦より）   

/   ℃   

/   ℃   

/   ℃   

/   ℃   

/   ℃   

/   ℃   

/   ℃   

開催当日 
 ℃ 

  

 / 

                                          

２）講習会・研修会 開催日前７日以内について、以下の質問にお答えください。        

質    問 回  答 

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触はありましたか？ □はい □いいえ 

同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいましたか？ □はい □いいえ 

政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等 

への渡航または当該在住者との濃厚接触はありましたか？ 
□はい □いいえ 

３）その他、気になる点や伝えたいこと等ありましたら、ご記入ください。 

 

 

 

記入内容は、当該講習会・研修会のみにおいて活用致します（書類は１か月保管後破棄します）。 

万が一の場合、保健所等関係機関へ情報提供することを予めご了承ください。 

ご協力ありがとうございました。 

≪症状リスト≫ 

①平熱を超える発熱 ②咳 ③のどの痛み ④倦怠感（だるさ）⑤息苦しさ  

⑥嗅覚や味覚の異常 ⑦その他（具体的症状は各日の欄にご記入ください） 

 

提出用 


